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第４８回大会

◆男子の部

全国高等学校ゴルフ選手権大会
文部科学大臣杯争奪　第48回個人の部

最終成績

日　時・平成16年8月6日・7日
コース・かごしま空港36カントリークラブ
（男子・空港コース6950ヤード
女子・横川コース6512ヤード、男女各パー72）

ï井上　紳也
（埼　玉　埼 玉 栄③） 137（67・70）
ñ小林伸太郎
（栃　木　佐野日大③） 138（68・70）
ó渡� 優登
（千　葉　千葉学芸③） 139（68・71）
ò渡邊　権人
（栃　木　佐野日大②） 140（69・71）
ò荒木　龍人
（愛　知　星　　城②） 140（69・71）
ö大和田桂介（茨　城　鹿島学園①） 141（69・72）

ö森　　正尚（福　岡　沖 学 園③） 141（72・69）

ú永野竜太郎（茨　城　水　　城①） 142（71・71）

ú中西　直人（兵　庫　クラーク記念国際①） 142（68・74）

ú大城　大地（沖　縄　沖縄尚学②） 142（68・74）

ú安本　大祐（北海道　尚志学園③） 142（70・72）

ú伊藤　勇気（茨　城　鹿島学園②） 142（71・71）

ú岡部　大輔（茨　城　鹿島学園②） 142（71・71）

ú和田健太郎（高　知　明徳義塾③） 142（71・71）

£宇佐美祐樹（東　京　杉並学院①） 143（71・72）

£服部　大輔（千　葉　千葉日大一①） 143（73・70）

£楠　　敬吾（神奈川　横　　浜③） 143（69・74）

£篠塚　直彦（茨　城　鹿島学園③） 143（74・69）

£金村　龍大（愛　知　ヒルズ学園③） 143（69・74）

£日高　裕貴（大　阪　大阪桐蔭③） 143（71・72）

◆女子の部

ï原　江里菜
（宮　城　東　　北②） 136（68・68）
ñ諸見里しのぶ
（岡　山　おかやま山陽③） 138（67・71）
ó下村　樹美
（熊　本　東海大二①） 139（68・71）
ò宅島　美香（岐　阜　美濃加茂③） 140（70・70）

ô有村　智恵（宮　城　東　　北②） 142（72・70）

ô綾田　紘子（東　京　共立女子二②） 142（70・72）

õ関　　　舞（宮　城　東　　北③） 143（70・73）

õ服部　真夕（岐　阜　美濃加茂②） 143（70・73）

õ金宮　美司（埼　玉　埼 玉 栄①） 143（71・72）

û佐藤のぞみ（宮　城　東　　北②） 144（75・69）

û中村　香織（京　都　平安女学院③） 144（73・71）

û向山　　唯（京　都　聖母学院②） 144（72・72）

û小山恵利子（東　京　武 蔵 野③） 144（70・74）

¢高林　由美（北海道　尚志学園③） 145（73・72）

女子は初日２位につけていた原江里菜（宮城・東北２年）が通算８アン

ダーで諸見里しのぶ（岡山・おかやま山陽３年）を逆転して初優勝。男子

は井上紳也（埼玉・埼玉栄３年）が２位を１打差で抑え初優勝した。

原は春夏連覇を狙う優勝候補の諸見里を逆転した。「うれしいの一言で

す」と最高の笑顔を見せる。最終日は４バーディー、ノーボギーの68。通

算８アンダー、136は01年に東北の先輩・宮里藍がマークした135に次ぐ歴

代２位の好スコアだった。連覇を狙った団体戦では２日間２オーバーと振

るわなかった。ホールアウト直後はチームに貢献できなかったふがいなさ

に悔し涙がほおを伝った。それを歓喜の涙に変えたのは宮里の一言だった。

個人戦開幕前日、宮里に「パットが入らないんです」と電話で相談した。

返ってきた言葉は「なるようにしかならないんだから、あまり考えないで」。

もやもやしていた気持ちがスッと晴れた。結果を気にしない素直な心でボ

ールに向かった。「個人戦ではパットが入りました。藍先輩が優勝した大

会で勝てて光栄です」。宮里の父・優さんを師匠と仰ぎ、長期の休みには

宮里と一緒に沖縄で練習する。宮里はいわば姉弟子。その先輩の言葉を胸

に刻んでの優勝だった。

男子は劇的な勝利で井上が初優勝を飾った。最終ホールにドラマが待っ

ていた。18番パー５、１打リードしていた小林伸太郎（栃木・佐野日大３

年）がボギーを叩いたあと、井上が1.5メートルのバーディーパットをね

じ込み優勝を決めた。

これまで全国大会で目立った実績はなく、目標は「２日間パープレー」。

優勝は頭の片隅にもなかった。それが個人戦前日に後輩から借りた1Wで

ティーショットの不調から脱出。初日67で首位に立つと、初めての優勝争

いでも焦ることなく着実にスコアを伸ばした。「うれしくて涙が出そう」

と言う目は真っ赤だった。高校最後の夏の大会、謙虚な気持ちで挑んだ井

上が初の王座を獲得し幕を閉じた。


